
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
事
長　
真
鍋
井
蛙

　
会
員
の
皆
様
に
は
コ
ロ
ナ
禍
の
渦
中
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
如
何
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
。
去
る
七
月
二
十
五
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
、
蝉
も
木
か
ら
落

ち
ん
ば
か
り
の
暑
い
東
京
ワ
ー
ル
ド
イ
ン
ポ
ー
ト
マ
ー
ト
で
読
売
書
法
展
の

審
査
が
あ
り
ま
し
た
。
我
々
日
本
篆
刻
家
協
会
か
ら
は
一
四
二
点
の
出
品
が

あ
り
、
参
加
七
印
社
中
最
も
多
い
出
品
点
数
で
し
た
。
こ
れ
は
日
頃
か
ら
の

協
会
会
員
皆
様
の
ご
努
力
の
結
果
で
あ
り
、
協
会
の
勢
い
を
感
じ
て
ま
い
り

協
会
会
員
皆
様
の
ご
努
力
の
結
果
で
あ
り
、
協
会
の
勢
い
を
感
じ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　
さ
て
、
審
査
で
は
他
印
社
の
先
生
方
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
多
数
あ
り
、

今
後
の
学
習
に
還
元
で
き
る
よ
う
、
十
一
月
二
十
六
日
（
土)

に
一
日
、
中
央

研
究
会
を
開
催
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
研
究
会
は
主
に
大
印
に

特
化
し
た
も
の
で
、
会
員
の
皆
様
に
は
、
是
非
ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
と
存

じ
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
係
の
方
よ
り
各
印
社
長
を
通
し
て
皆
様
に

届
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ま
た
毎
年
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
分
刻
印
譜
に
つ

届
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ま
た
毎
年
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
分
刻
印
譜
に
つ

き
ま
し
て
は
、
昨
年
同
様
、
分
刻
課
題
を
各
人
で
刻
し
て
い
た
だ
い
た
も
の

を
製
本
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
を
考
え
な
が
ら
、
協
会

行
事
も
前
へ
進
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
何
卒
篆
刻
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

　 第
三
十
八
回
読
売
書
法
展
展
の
審
査
に
て

感
じ
た
こ
と　
そ
し
て
中
央
研
究
会
に
向
け
て

第
三
十
八
回
日
本
篆
刻
展
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
務
理
事　
東
尾
高
岳

　
日
本
篆
刻
家
協
会
主
催
「
第
三
十
八
回
日
本
篆
刻
展
」
が
令
和
四
年
六
月

一
日(

水)

か
ら
五
日(

日)

ま
で
の
五
日
間
に
わ
た
っ
て
、
兵
庫
県
立
美
術
館
王

子
分
館(

原
田
の
森
ギ
ャ
ラ
リ
ー)

本
館
二
階
大
展
示
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　
残
念
な
が
ら
、
第
三
十
六
回
・
三
十
七
回
展
は
誌
上
展
形
式
で
開
催
さ
れ

た
。
実
に
三
年
ぶ
り
に
、
原
田
の
森
会
場
に
お
い
て
第
三
十
八
回
展
が
開
催

さ
れ
た
こ
と
は
誠
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
祝
賀
懇
親
会
は

さ
れ
た
こ
と
は
誠
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
祝
賀
懇
親
会
は

　

感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
見
送
ら
れ
、
授
賞
式
の
み
が
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ

ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
神
戸
に
お
い
て
粛
々
と
挙
行
さ
れ
た
。

　
出
品
者
総
合
計
は
、
三
十
六
回
展
・
七
百
二
十
一
点
、
三
十
七
回
展
・

六
百
四
十
四
点
、
そ
し
て
今
回
の
三
十
八
回
展
は
六
百
二
十
六
点
で
あ

っ
た
。
公
募
出
品
は
昨
年
よ
り
四
点
減
少
し
た
が
、
会
員
出
品
は
増
加

し
た
。
出
品
数
減
少
が
多
い
の
は
常
任
委
員
資
格
の
方
で
前
年
比
マ
イ

ナ
ス
十
四
点
で
あ
っ
た
。
学
生
展
は
、
小
学
生
六
十
五
点
・
中
学
生
七

ナ
ス
十
四
点
で
あ
っ
た
。
学
生
展
は
、
小
学
生
六
十
五
点
・
中
学
生
七

十
四
点
・
高
校
生
二
十
六
点
の
合
計
百
六
十
五
点
で
あ
っ
た
。

　
特
別
展
観
は
「
壮
観　
中
国
の
古　
印
」
と
し
て
、
山
下
方
亭
常
任

顧
問
・
尾
崎
蒼
石
会
長
両
先
生
ご
蒐
集
の
、
戦
国
・
秦
漢
・
魏
晋
三

国
の
古
銅
印
を
凡
そ
三
百
点
展
観
い
た
だ
き
、
大
い
に
勉
強
に
な
っ
た
。

▷ 
会
場
風
景　
　
　
　

   　
　
　
▷ 

特
別
展
観
風
景

日篆協
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▷ 

開
会
の
挨
拶　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
▷ 

受
賞
者
を
代
表
し
て
の
謝
辞

第
三
十
八
回
日
本
篆
刻
展
授
賞
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　　　　
常
務
理
事　
松
本
雅
至

　
六
月
四
日
（
土
）
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
神
戸
に
て
、
第
三
十
八
回
展

授
賞
式
が
開
催
さ
れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
受
賞
者
の
人
数
を
絞

り
、
「
顧
問
賞
」
「
会
長
賞
」
「
梅
舒
適
賞
」
「
大
賞
」
「
準
大
賞
」
「
寄
託
賞
」

の
受
賞
者
表
彰
と
、
「
奨
励
賞
」
「
特
選
」
「
秀
作
賞
」
「
会
員
推
薦
賞
」
は
受
賞

代
表
者
に
よ
る
表
彰
と
な
っ
た
。
ま
た
、
高
校
の
部
の
「
最
優
秀
賞
」
の
表
彰
も
行

っ
た
。

っ
た
。

　
授
賞
式
は
真
鍋
井
蛙
理
事
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
高
校
の
部
「
最
優
秀
賞
」
を
皮
切
り
に
、

来
賓
に
よ
る
「
寄
託
賞
」
、
評
議
員
の
部
「
梅
舒
適
賞
」
ま
で
、
各
賞
の
表
彰
を
滞
り
な
く

進
行
し
た
。
す
べ
て
の
表
彰
が
終
わ
っ
た
あ
と
、
来
賓
の
兵
庫
県
芸
術
文
化
課
長
の
吉
村
興

二
様
お
よ
び
神
戸
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
局
文
化
交
流
課
長
の
井
関
和
人
様
よ
り
心
の
こ
も
っ
た

ご
祝
辞
を
賜
っ
た
。
ま
た
、
大
賞
受
賞
者
の
東
緑
園
常
任
委
員
よ
り
受
賞
者
を
代
表
し
て
の

謝
辞
を
頂
戴
し
た
。
最
後
に
井
谷
五
雲
常
任
顧
問
の
挨
拶
で
閉
会
と
な
っ
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
残
念
な
が
ら
祝
賀
懇
親
会
は
見
合
わ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
展

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
残
念
な
が
ら
祝
賀
懇
親
会
は
見
合
わ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
展

覧
会
お
よ
び
授
賞
式
が
二
年
ぶ
り
に
開
催
で
き
た
こ
と
は
嬉
し
い
限
り
で
あ
る
。
一
刻
も
早

く
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
、
来
年
は
盛
大
に
盃
を
交
わ
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
強
く
望
む
。

　



３

　
隔
年
開
催
の
聴
濤
印
会
展
は
第
九
回
を
迎
え
ま
し
た
。
本
来
な
ら
初
回
開
催
以
来
十
八

年
を
経
過
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ

る
非
常
事
態
宣
言
下
、
二
年
足
踏
み
を
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
は
お
稽
古
も
お

休
み
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
中
、
展
覧
会
も
中
止
と
な
り
、
分
刻
印
譜
の
み
制
作
を
し
ま
し

た
。
書
や
篆
刻
は
現
今
流
行
の
い
わ
ゆ
る
〝
三
蜜
〞
を
避
け
て
自
宅
で
一
人
楽
し
め
る
も

の
で
す
が
、
や
は
り
仲
間
と
顔
を
合
わ
せ
、
共
に
学
べ
る
こ
と
が
大
き
な
喜
び
だ
と
改
め

て
感
じ
ま
し
た
。

て
感
じ
ま
し
た
。

第
九
回
訪
聴
涛
印
会
展　
展
覧
会
報
告

▷ 

会
場
風
景　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
▷ 

会
員
の
皆
さ
ん

　
「
く
ら
し
の
中
に
あ
る
篆
刻
」
を
テ
ー
マ
に
、
二
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
節
目
を
記
念
し
、

五
月
上
旬
か
ら
二
十
六
日
間
、
鳥
取
県
西
部
地
区
に
あ
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
賀
祥

（
か
し
ょ
う
）
ダ
ム
の
湖
畔
に
位
置
す
る
『
静
か
な
森
の
喫
茶
店
「
カ
フ
ェ
・
ド
・
穂

の
か
」
』
で
二
人
展
を
開
催
し
た
。
来
場
者
は
、
篆
刻
に
興
味
が
あ
る
方
で
な
く
観
光

や
自
然
、
食
事
、
喫
茶
を
楽
し
む
た
め
に
訪
れ
る
方
も
多
数
あ
る
会
場
で
行
っ
た
。

　
こ
の
展
覧
会
は
、
五
年
前
か
ら
日
曜
画
家
が
集
い
、
地
域
を
応
援
す
る
「
湖
畔
の
森

の
展
覧
会
」
と
し
て
継
続
さ
れ
て
き
た
取
り
組
み
で
あ
る
。
今
回
、
初
め
て
篆
刻
作
品

の
展
覧
会
」
と
し
て
継
続
さ
れ
て
き
た
取
り
組
み
で
あ
る
。
今
回
、
初
め
て
篆
刻
作
品

が
展
示
さ
れ
、
篆
刻
を
知
ら
な
い
多
く
の
方
に
も
作
品
を
鑑
賞
し
て
い
た
だ
く
機
会
と

な
っ
た
。
二
人
展
を
通
し
て
、
地
域
活
性
化
と
文
化
振
興
へ
の
貢
献
が
少
し
で
も
で
き

た
こ
と
は
、
今
後
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
展
望
し
て
い
く
上
で
、
大
変
意
義
深
い
展
覧

会
と
な
っ
た
。

▷ 

山
陰
中
央
日
報
記
事　
◁ 

日
本
海
新
聞
記
事

San
印
二
人
展 

遠
藤
米
子
人 

松
岡
泰
南　
展
覧
会
報
告
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旧
篆
社
入
会
よ
り
二
十
年
、
〝
評
議
員
〞
と
云
っ
て
も
個
展
と
言
え
る
個
性
も
無
く
、
只

々
毎
月
休
ま
ず
作
っ
た
月
例
課
題
か
ら
百
点
余
を
チ
ョ
イ
ス
し
て
並
べ
て
み
ま
し
た
。
こ

れ
が
メ
イ
ン
だ
か
ら
「
方
寸
」
な
の
で
す
。
金
文
風
か
ら
鄧
散
木
ま
が
い
ま
で
と
り
揃
え
、

臆
面
も
無
く
販
売
ま
で
や
る
始
末
（
だ
か
ら
「
ヒ
ャ
ッ
カ
テ
ン
」
？
）
で
、
当
初
は
台
風

接
近
で
苦
戦
し
た
も
の
の
、
長
い
会
期
も
手
伝
っ
て
、
六
四
〇
名
の
方
に
観
て
頂
き
ま
し
た
。

内
訳
は
半
分
が
お
友
達
、
半
分
は
観
光
客
の
方
で
し
た
。
篆
刻

に
つ
い
て
漢
字
に
つ
い
て
漢
語
（
出
典
）
に
つ
い
て
九
日
間
説

に
つ
い
て
漢
字
に
つ
い
て
漢
語
（
出
典
）
に
つ
い
て
九
日
間
説

明
し
ま
く
り
、
疲
れ
果
て
ま
し
た
。
協
会
、
理
事
長
様
よ
り
講

演
並
び
に
祝
電
を
頂
戴
い
た
し
、
ま
こ
と
に
有
難
く
、
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
役
員
の
先
生
方
よ
り
丁
重
な
激
励

の
お
便
り
を
い
た
だ
き
感
激
い
た
し
ま
し
た
。
お
陰
様
で
、
西

端
の
地
に
さ
さ
や
か
乍
ら
篆
刻
の
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
が
出
来

た
よ
う
な
気
に
成
っ
て
お
り
ま
す
。

立
石
見
聲
「
方
寸
百
顆
」
展　
展
覧
会
報
告

△ 

会
場
風
景

◁ 

長
崎
新
聞
記
事

　
第
三
十
回
遠
邇
篆
会
展
を
七
月
十
三
日
（
水
）
か
ら
七
月
十
七
日
（
日
）
ま
で
磐
田
市
中

央
図
書
館
第
二
展
示
室
で
行
っ
た
。
今
回
も
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
行
い
な
が
ら
の
開
催
と
な
っ
た
。

出
展
会
員
八
名　
作
品
数
十
七　
禅
林
語
句
分
刻
二
十
四
作
品
を
机
上
に
展
示
し
た
。
ま
た
、

小
学
生
が
卒
業
記
念
で
刻
し
た
十
七
作
品
も
展
示
し
た
。

　
隣
接
の
展
示
室
で
は
、
磐
田
市
書
道
連
盟
展
が
開
か
れ
入
場
者
は
、
互
い
の
作
品
を
楽

し
ん
だ
よ
う
だ
っ
た
。
今
後
は
、
会
員
数
増
加
に
つ
な
が
る
よ
う
な
展
覧
会
に
な
る
よ
う

に
し
た
い
。

に
し
た
い
。

第
三
十
回
遠
邇
篆
会
展　
展
覧
会
報
告

▷ 

会
場
風
景
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八
月
十
七
日
（
水
）
〜
二
十
一
日
（
日
）
ま
で
、
京
都
文
化
博
物
館
に
て
第
四
十
回
六

轡
會
篆
刻
展
與
鯉
鱗
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
四
十
回
記
念
展
と
い
う
こ
と
で
、
本
協
会
の
理
事
以
上
の
娯
惲
、
畦
石
、
斉
平
、

三
印
社
の
門
人
十
七
名
も
出
品
す
る
機
会
を
頂
き
ま
し
た
。

　
会
期
中
に
は
小
田
玉
瑛
先
生
の
計
ら
い
で
二
胡
の
演
奏
会
も
催
さ
れ
、
展
覧
会
に
華
を

添
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
も
関
わ
ら
ず
会
期
中
約
千
人
も
の
来
場
者
が
あ

り
、
大
盛
況
の
う
ち
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

り
、
大
盛
況
の
う
ち
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

第
四
十
回
六
轡
會
篆
刻
作
品
展 

與 

鯉
鱗
展　
展
覧
会
報
告

　
八
月
二
十
三
日
〜
二
十
八
日
の
間
、
京
都
市
京
セ
ラ
美
術
館
に
て
開
催
、
国
際
交
流
は
晋

鷗
藝
術
学
院
。
特
別
陳
列
は
尊
彝
閣
蔵
漢
代
青
銅
器
と
先
秦
貨
幣
。
山
下
先
生
の
日
中
国
交

正
常
化
五
十
周
年
記
念
の
篆
書
の
大
作
「
萬
國
咸
寧
」
そ
の
中
に
鈐
拓
の
二
十
㎝
方
形
刻
印

「
萬
國
咸
寧
」
を
ス
マ
ホ
で
撮
影
す
る
方
、
特
別
陳
列
の
品
々
に
見
入
る
方
が
多
数
。

震
災
後
、
続
け
て
い
る
福
島
震
災
孤
児
支
援
の
吉
語
印
の
販
売
は
完
売
し
、
即
刻
送
金
。
真

鍋
井
蛙
理
事
長
を
は
じ
め
協
会
役
員
会
員
多
数
の
来
場
に
感
謝
致
し
ま
す
。

第
三
十
七
回
随
風
會
書
法
篆
刻
展　
展
覧
会
報
告

▷ 

会
場
風
景　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

  

▷ 

随
風
會
の
皆
さ
ん

▷ 

合
作
作
品　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
▷ 

六
轡
會
の
面
々

（
左
か
ら
画 - 

井
谷
・
賛 - 

小
／
画 - 

小
・
賛 - 

真
鍋
／
画 - 

真
鍋
・
賛 - 

小 ※

敬
称
略
）



６

■
展
覧
会
の
ご
案
内　

第
四
十
三
回
島
根
篆
刻
展　

九
月
九
日
（
金
）
〜
十
一
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
国
電
力
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

第
七
回
有
磯
篆
会
展　

九
月
二
十
三
日
（
金
）
〜
二
十
五
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

富
山
県
民
会
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー　
室

第
二
十
五
回 

齊
平
展　
十
月
一
日
（
土
）
〜
二
日
（
日
）

                                              
                                              　

     　

大
阪
産
業
創
造
館
三
階
マ
ー
ケ
ッ
ト
プ
ラ
ザ

第
三
十
七
回 
畦
石
舎
作
品
展　
十
月
一
日
（
土
）
〜
二
日
（
日
）

                                                 　

      

日
図
デ
ザ
イ
ン
博
物
館
（
み
や
こ
メ
ッ
セ
）

第
二
十
回 

蒼
文
篆
会
展　
十
月
二
十
二
日
（
土
）
〜　
二
十
三
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
阪
産
業
創
造
館
三
階
マ
ー
ケ
ッ
ト
プ
ラ
ザ

不
華
篆
会
習
作
展　
　
　
　
十
一
月
五
日
（
土
）
〜　
六
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム　
旧
岡
田
家
邸　
酒
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

※

本
年
度
の
社
中
展
等
、
開
催
予
定
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

A

◉
第
十
三
回
中
央
研
究
会　

日
時　
　
令
和
四
年
十
一
月
二
十
六
日
（
土
）
十
時
〜
十
六
時
三
十
分

場
所　
　
丸
善
イ
ン
テ
ッ
ク
ア
リ
ー
ナ
大
阪
（
大
阪
市
中
央
体
育
館
）
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ 

会
議
室

参
加
費  

五
〇
〇
〇
円 

内
容 

・
「
中
国
の
古
鉨
印
（
戦
国
・
秦
・
漢
を
中
心
と
し
て
）
」

      

・
大
印
研
究 

（
講
義　
添
削
指
導
）　
印
社
代
表
者
会
議

選
文
か
ら
側
款
に
至
る
ま
で
の
研
究
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
多
く
の
方
の
参
加
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

選
文
か
ら
側
款
に
至
る
ま
で
の
研
究
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
多
く
の
方
の
参
加
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副
理
事
長　
喜
多　
芳
邑

　
五
月
十
五
日
、
協
会
事
務
所
に
て
、
渡
邉
和
琴
、
井
後
雅
堂
、
北
田
成
磊
氏
と
と
も
に
、
出

品
作
品
の
整
理
を
し
た
。
上
海
の
大
規
模
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
も
終
了
し
、
通
常
に
戻
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
た
が
、
中
国
へ
の
小
包
郵
送
が
で
き
な
い
状
態
が
続
い
て
い
た
。
中
国
各
地
で
の
ロ

ッ
ク
ダ
ウ
ン
も
緩
和
さ
れ
、
陳
介
祺
研
究
会
の
陳
新
会
長
よ
り
七
月
末
に
は
審
査
を
行
う
と
の

連
絡
が
あ
っ
た
。
印
屏
全
体
の
一
点
、
印
屏
中
の
摸
刻
、
創
作
そ
れ
ぞ
れ
一
点
の
写
真
の
デ
ー

タ
を
送
る
依
頼
が
あ
り
、
七
月
十
二
日
、
滋
賀
県
の
和
田
大
卿
氏
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
和
田

タ
を
送
る
依
頼
が
あ
り
、
七
月
十
二
日
、
滋
賀
県
の
和
田
大
卿
氏
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
和
田

邸
に
て
、
皆
さ
ん
の
力
作
中
摸
刻
・
創
作
二
点
を
、
真
鍋
理
事
長
、
係
の
喜
多
で
選
定
を
し
た
。

一
昨
年
と
同
様
、
画
像
デ
ー
タ
の
審
査
に
よ
り
、
出
品
者
各
位
に
不
利
益
の
な
い
よ
う
慎
重
を

期
し
て
の
選
定
に
は
苦
慮
し
、
一
昨
年
よ
り
応
募
作
品
も
増
え
一
〇
〇
点
、
一
日
で
は
到
底
終

わ
ら
ず
、
和
田
氏
に
手
間
の
か
か
る
撮
影
及
び
印
影
の
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
作
業
を
後
日
し
て
い
た

だ
く
こ
と
と
な
っ
た
。
和
田
氏
に
は
厚
く
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。
展
覧
会
も
、
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ

政
策
の
中
国
に
お
い
て
は
未
確
定
な
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
八
月
上
旬
に
小
包
郵
送
が
可
能
に
な

り
郵
送
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
八
月
二
十
五
日
到
着
し
た
連
絡
を
い
た
だ
い
た
。
何
と
か
間
に

り
郵
送
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
八
月
二
十
五
日
到
着
し
た
連
絡
を
い
た
だ
い
た
。
何
と
か
間
に

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
今
回
の
出
品
は
大
変
勉
強
に
な
っ
た
と
い
う
声
も
聞
い
て
い
る
。
繊
細

な
る
原
寸
摸
刻
の
押
印
用
紙
の
選
定
、
印
泥
も
含
め
て
の
押
印
方
法
、
側
款
等
々
、
我
々
に
は

ま
だ
ま
だ
課
題
が
あ
る
よ
う
だ
。

▷ 

最
終
撮
影
作
品
（
和
田
氏
よ
り
）

△ 

選
定
風
景

読
売
俊
英
賞 　
遠
藤
米
子
人

読
売
俊
英
賞 　
古
野
燕
安

読
売
奨
励
賞  

大
原
誠　
村
田
祥
鳳

特
選 

池
内
紅
月　
木
村
佳
史　
吉
原
愛
璃

秀
逸 

井
畑
喜
雨　
浦
岡
香
之　
大
林
蒼
樹　
金
井
榴
華 

坂
田
春
徑　
渋
谷
春
好　
杉
本
加
世

　
　
　
中
森
紫
香　
庭
田
露
舟　
平
中
葭
舟 

藤
田
紅
霞　
古
瀬
章
石　
眞
嶋
寧
　々
吉
永
小
依

入
選
入
選 

青
木
和
馨　
安
達
卿
仙　
安
藤
慎
一　
池
田
叡
花　
池
田
草
舟　
石
川
無
外　

       

石
﨑
魯
行　
石
原
翠
雲　
一
田
朝
野　
井
野
大
壤　
井
上
石
蕗　
井
本
雅
士

       

岩
本
凌
慶　
植
田
杏
芽　
大
喜
多
惠
子　
大
野
勝
山　
奥
島
春
泠　
押
田
白
蓬

       

樫
野
麗
琴　
勝
亦
艸
舟　
加
納
芳
秀　
貴
島
小
舟　
北
野
京
子　
古
賀
俊
一
郎

      

古
賀
巳
子　
近
藤
綵
春　
三
枝
龍
泉　
酒
井
眞
樹
子　
庄
田
真
紀
子　
津
守
笙
人

       

寺
地
寿
和　
堂
守
唯
文　
永
田
乾
石　
西
岡
青
淡　
橋
本
游
月  

原
林
泉  

坂
正
歩

        

檜
原
邨　
福
谷
華
紅　
藤
井
郁
子　
藤
澤
涼
子　
法
邑
玉
芳　
堀
田
苔
筵

     
        

前
川
恵
理
奈　
前
川
舞　
松
井
壴
邨　
丸
山
沙
舟　
萬
谷
碧
凰　
村
田
惠
紅

       

安
田
め
ぐ
み　
矢
場
鷺
雪　
山
内
昻
波　
山
崎
井
泉　
山
本
博
信　
矢
持
秀
峰

陳
介
祺
賞　
　
嵯
峨
洛
山

優
秀
賞　
　
　
関
踏
青　
古
野
燕
安　
武
田
黎
秀　
花
房
浩
佳　
藤
井
郁
子

入
選
（
五
十
四
名
）

　
　
　
片
畑
仁
美　
今
村
董
圃　
寺
田
知
了　
早
川
聴
芬　
畔
原
小
華　
小
上
玉
菡　

　
　
　
畑
間
青
露　
松
本
翠
女　
丸
山
沙
舟　
中
森
紫
香　
村
田
祥
鳳　
井
上
秋
鹿　

　
　
　
井
本
雅
士　
松
浦
典
子　
坂
本
舜
華　
藤
澤
涼
子　
坂
正
歩　
多
田
学
友　

　
　
　
髙
橋
忠
義　
大
城
容
史
子　
安
井
芳
泉　
井
野
大
壤　
小
林
生
良　
寺
地
寿
和

　
　
　
髙
橋
忠
義　
大
城
容
史
子　
安
井
芳
泉　
井
野
大
壤　
小
林
生
良　
寺
地
寿
和

　
　
　
杉
本
加
世　
木
村
容
庸　
渡
邉
尚
石　
小
松
五
岳　
白
幡
雪
峰　
八
木
壽
石

　
　
　
山
崎
井
泉　
田
中
紅
珠　
橋
本
游
月　
松
本
清
苑　
浅
良
朱
華　
石
川
無
外

　
　
　
戸
出
紅
桃　
荒
谷
清
光　
奥
島
極
浦　
南
田
陽
苑　
川
野
蘇
晨　
大
田
桂
翠

　
　
　
矢
羽
野
徹
也　
巽
聖
石　
山
本
寿
法　
下
倉
遥
水　
山
本
龍
石　
三
好
和
生

　
　
　
香
取
桃
水　
岩
本
凌
慶　
萬
谷
碧
凰　
大
林
蒼
樹　
中
島
幸
園　
松
井
壴
邨

第
三
十
八
回 

読
売
書
法
展 

審
査
結
果

第
四
回
陳
介
祺
芸
術
節　
秦
漢
印
臨
模
創
作
大
展
覧

第
一
回
『
十
鐘
山
房
印
挙
』
国
際
臨
創
大
展　

撮
影
会
及
び
結
果
報
告

Ⅹ
Ⅹ
Ⅹ


